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午後１時００分 開会 

○門脇委員長 それでは、ただいまから都市経済委員会を開会いたします。 

本日は、配付しております日程表のとおり、経済部より報告案件を受けた後、委員派遣

について協議したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、米子がいな祭に係るガバメントクラウドファンディングの取組結果について、

当局より報告をお願いいたします。 

杉村商工課長。 

○杉村商工課長 そういたしますと、事前にお配りさせていただいております資料に基づ

きまして、御説明をさせていただきたいと思います。 

米子がいな祭に係りますガバメントクラウドファンディングの取組結果ということで

ございますが、本市にとりましては、初めてのクラウドファンディングの取り組みという

ことを行ったとこころでございます。 

まず、最初にですね、１の、この取り組みに関します目的と概要についてでございます

が、今年行われました米子がいな祭につきましては、第１回目が昭和４８年ということで

ございまして、今年で４５回目という節目となる年でございました。そのフィナーレを飾

ります大花火大会につきまして、この４５回目の節目となる、最後のフィナーレを飾ると
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いった花火大会を、記念する回数の祭りにふさわしいものにするというところから、ガバ

メントクラウドファンディングを活用しまして、全国から花火の費用に対しまして寄附を

募ったものでございます。あわせまして、民間のクラウディングサイトの活用によりまし

て、全国に本市であるとか、あるいは米子がいな祭の内容の情報につきましても、インタ

ーネットを通じて全国発信をすることができるといったこともございまして、本市の知名

度の向上、あるいは地域住民や地元出身者に対しまして寄附を呼びかけることによりまし

て、郷土愛の醸成をはかることもできるといったプラスのメリットもあるということで取

り組んだところでございます。 

ここで、ガバメントクラウドファンディングにつきまして、少し御説明をさせていただ

きますが、配付いたしました資料の２ページ目といいますか、裏面のほうに少し説明を書

かせていただいております。クラウドファンディングそのものにつきましては、具体的な

プロジェクト、これは行政にかかわるいろんな民間、あるいはそういうボランティア団体

が資金を集めるといった方法なんですけども、具体的なプロジェクト内容をインターネッ

トサイトに掲載いたしまして、インターネットを通じて広く寄附を、あるいは支援を呼び

かけるといったところでございます。あくまでもその内容につきましては、寄附を募る、

あるいは出資型といったものもございますが、寄附者につきましては、寄附金額に応じた

返礼品をお送りするというのが大体の通例になっているといったところでございます。ガ

バメントクラウドファンディングにつきましては、ガバメントがついておりますので、地

方自治体が実施するクラウドファンディングを示しておりまして、寄附された方につきま

しては、税法上の優遇処置を受けることができるといったところでございます。具体的に

言いますと、寄附者が個人であった場合は、ふるさと納税と同じように寄附金額から２，

０００円を除いた金額について、所得税や住民税から控除を受けることができる、あるい

は税額を減額することができるといった仕組みでございます。寄附者が法人であった場合

につきましては、寄附金額の全額を損金算入することができるといった税法上のメリット

があるといったものでございます。 

ちょっと表面のほうにまた、申しわけございませんが返っていただきまして、２の取組

みの内容についてでございます。募集の方法といたしましては、民間大手のクラウドファ

ンディングサイトであります「マクアケ」といったサイトに情報を掲載いたしまして、当

サイトにおきまして寄附の募集、そして寄附金の受け入れを行ったところでございます。   

マクアケにつきましては、裏面のほうに記載しておりますので、説明はいたしませんが、

またごらんをいただければというふうに思っております。 

募集いたしました期間につきましては、今年の６月２１日から７月２０日までの１カ月

間を募集期間として行ったところでございます。 

最終的な寄附金額といたしましては、目標額の１５０万円に対しまして、１５５万５，

０００円。ぎりぎり目標額は上回ったといった状況でございます。御寄附いただきました

人数につきましては、延べではございますが、１０５人。要しました費用につきましては、

マクアケに対する利用手数料といたしまして、集まった寄附金額の２割。金額に致します

と、３１万１，０００円を手数料で支払うといったことになろうかと思います。寄附金の

使途といたしましては、マクアケへの利用手数料を除きました１２４万４，０００円を米

子がいな祭大花火大会の費用に充当するといった考え方でございます。 
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先ほど申し上げましたように、返礼を送るというのは通例というふうに申し上げており

ましたが、今回のこの件につきましても、返礼品を用意したところでございます。内容に

つきましては、その表内に記載しておりますとおり、金額に応じまして５パターンで、金

額に応じた返礼品をお送りするとしたところでございまして、このものにつきましては、

米子がいな祭振興会が用意しておるといった仕組みでございます。ここで少し御説明をい

たしますと、これ、ふるさと納税も同じでございますが、昨年の国からの通達によりまし

て、同じ米子市の市民の方が寄附された場合は、そういった返礼品を送らないようにとい

った、国からの指導がございました。今回のケースにつきましても、共通部分の礼状と花

火の写真はお送りいたしますが、米子市民の方につきましては、先にプラスして発送とい

った、例えばＴシャツであるとか、花火の観覧券みたいなものはお送りしてはならないと

いうことでしておりません。 

説明につきましては、以上でございます。 

○門脇委員長 それでは、当局の説明が終わりました。委員の皆さんの質疑、御意見をお

願いいたします。 

遠藤委員。 

○遠藤委員 このガバメントクラウドファンディングというのは、これは何か規則か何か

あるわけ。行政上の事務として。 

○門脇委員長 杉村商工課長。 

○杉村商工課長 規則等はございませんで、ふるさと納税の税控除の側から見ると、クラ

ウドファンディング型ふるさと納税というような国の言い方をしておりまして、ある意味、

ふるさと納税の枠組みの一つのものというふうには考えております。ただ、クラウドファ

ンディングそのものが、はっきりとしたプロジェクト名、こういったものに具体的に当て

ますということを出さないといけませんので、そういった意味では、これまでやってきた

ふるさと納税とは少し内容が違うというふうに思っております。 

○門脇委員長 遠藤委員。 

○遠藤委員 僕が聞いてるのは、「ふるさと納税に係る国の通知」という言葉がここに載

っていますよね。これということを考えると、これと同じようなものが、このガバメント

クラウドファンディングにもあるかっていうことを聞いておるんです。それはないわけで

すか。 

○門脇委員長 杉村商工課長。 

○杉村商工課長 実はですね、２９年９月２６日の野田総務大臣からの通知というのが、

これ、全国の都道府県市町村に来ておりますけれども、その中で書いておりますのは、「地

方公共団体のさまざまな政策を実現させるため、ふるさと納税をさらに活用すること。ま

た、その手法としてガバメントクラウドファンディングが効果があり、その活用を図って

ほしい」といった書簡が届いております。ある意味、国もこのガバメントクラウドファン

ディングを推奨しているといった背景もございまして、全国の自治体の中でもこのガバメ

ントクラウドファンディングに取り組む自治体がかなりふえてきているといった状況でご

ざいます。 

○門脇委員長 遠藤委員。 

○遠藤委員 寄附行為というものについては、市民が善意をもって行政に寄附されるから、 
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とりたててこういう仕組みをつくっておかないけませんよというのがないんで、出された

ものの管理をきちんとするということでやっぱり入口までは問題はないと思う。ただ、行

政側がある意味では寄附行為を求めていくという、強制ではないにしても、任意だったと

しても、行政側が主体で主導権をもって寄附を募るという行為になってくると、一種の財

政をつくるための手段になる訳だがんな。そうすると公金を集めるということになるわけ

だ、裏を返すと。寄附ではあるけども、自治体が主導権を持って寄附を集めるとなると、

実質上、公金に変わってくるわけだ。使用料とか手数料、それから利用者の施設利用料と

かいうもんとは違うけど、何かそこに共通したのもが僕は見えてきとるんで、そうなって

くると何も規則も何もなしに事務をやっていくことが妥当なのかどうなのかということで、

そういう国にそういう規則事とか何かがあって、国に準じた扱いでこういうことをやって

いこうというんだったら、それはまだええとしても、それも全くない、ただ通知でそうい

うことを示しているだけであるならば、これに伴う事務というもののルールを行政の土台

の上に載せとかないけんじゃないのかというのが僕の意見なんだけど。 

○門脇委員長 大塚経済部長。 

○大塚経済部長 このガバメントクラウドファンディングは去年の暮れあたりから急に

出てきたお話でございまして、ふるさと納税の取り扱いは、法人のふるさと納税で寄附を

募っていくというのがなかなか上手くいかなかった中で、クラウドファンディングが非常

に民間事業者の中で実績を上げとる、それを行政の中にも取り入れるというような考えが

あってのガバメントクラウドファンディングという新しいジャンルができたものと思って

おりまして、今、遠藤議員から御指摘のあった法整備というところは、全く国からの指示

がございません。そういった中で、今言われましたことはことはですね、我々、担当部局

の中でも、「さあ、どうする」というところが正直ございましてですね、来年以降、続けて

いくのであれば、少しその辺の取り扱いの規則なり何なりを、中で協議していく必要があ

るというふうに考えておりますが、今それをやりますとか、ガバメントクラウドファンデ

ィング自体をどう考えていますということは、ちょっとまだ結論を出しておらん状態です

んで、御意見を参考にさせていただきながらですね、中での明確な規則なり何なりは必要

になるものというふうには考えております。 

○門脇委員長 ほかにございませんか。 

石橋委員。 

○石橋委員 これ、延べ人数１０５人のうちの、市内の方と市外の方の内訳を教えてくだ

さい。 

○門脇委員長 安達商工課ふるさと振興係長 

○安達商工課ふるさと振興係長 御寄附をいただいた方、先程、議員のほうからおっしゃ

いましたけど１０５名。内訳が、米子市にお住まいの方が６２名、鳥取県内で市外の方が

１０名、島根県の方が３名、東京の方が５名、大阪の方が８名、それ以外１７名の方がそ

の他地域の方ということになっております。 

○門脇委員長 よろしいでしょうか。 

ほかにございませんか。 

それでは、ないようですので、都市経済委員会を暫時休憩いたします。当局は退席して

ください。 
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（「委員長。」と遠藤委員） 

○門脇田委員長 遠藤委員。 

○遠藤委員 閉会中の審査でまあこういう報告が出てくるのはいいけど、経済部関係で、

今度９月定例会で報告事項なんていうのは定例会あることがあるの。 

なぜこういうこと聞くかというと、定例会のときに、どこの委員会でもあり得ることだ

けども、意外と閉会中の委員会には報告事項って出さないで、定例会の常任委員会の時に

定期的に報告事項出すだがんな。非常に時間的なことも含めて少しややこしいと思っとる。

例えばこういう閉会中の審査に出せば、十分な報告事案での審査できる。ところが、定例

会のときには議案もかけて報告事項になっちゃうと、皆さんが気持ちの上で、「まあ、この

辺でやめておこうか」というような話になっちゃって、十分な審査ができないこともあり

得る。その辺で閉会中の委員会の審査に出す報告事項と、どうしても定例会中に委員会で

報告しなければいけんことがあることはあるかもしれんけども、それはできるだけ避けて、

この閉会中の委員会に全部集中させるというような対策が必要じゃないかと、私は前回の

定例会の状況を見て思ったわけで。だけん、それで９月定例会はそういう報告は例外とし

てないかどうかを聞いておる。  

○門脇委員長 大塚経済部長。 

○大塚経済部長 経済部といたしましてはですね、今お言葉ではあったんですが、たくさ

んに紛れ込まして何とかしようというような気持ちは全くございません。適宜適切に出し

ておると、議論をしていただいて意見をいただくということでしております。ただ、その

ちょうど節目節目というのがございますので、定例会の中での報告事項ということもある

かと思いますが、意識的に、何度も言いますがそういった意図は持ってはやっておりませ

んので、できれば休会中の委員会、まあ、きょうなんかは逆に言いますと、これだけの案

件で皆さんにお集まりいただいたというところは正直ございますけれど、基本的な考え方

としては、定例会に限らず適宜適切に出していって御審議いただく、意見をいただくとい

うのが基本だというふうに考えております。 

○門脇委員長 それでは、都市経済委員会を暫時休憩いたします。 

午後１時１６分 休憩 

午後１時１７分 再開 

○門脇委員長 都市経済委員会を再開いたします。 

委員派遣について協議をいたします。 

初めに、日程について協議をいたします。配付しております視察候補の日程表をごらん

ください。連続する３日間ですと、表のとおり２案ございますが、いかがいたしましょう

か。 

○石橋委員 １案がいいですけれどもねえ。 

○門脇委員長 １人ずつ聞いていきます。こちらからどうぞ。 

○今城委員 できれば、１０月２２日から２５日の間がありがたいです。 

○門脇委員長 はい。 

岩﨑委員。 

○岩﨑委員 どちらでも結構です。 

○門脇委員長 渡辺委員。 
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○渡辺委員 どっちでも。 

○門脇委員長 中田委員 

○中田委員 どちらでもいいです。 

○門脇委員長 山川委員。      

○山川委員 どちらでもいいです。 

○門脇委員長 遠藤委員。  

○遠藤委員 ナンバーワン。 

○門脇委員長 矢倉委員。 

○矢倉委員 どっちでもいいです。 

○門脇委員長 はい。それでは候補の１という意見、それから、どちらでも構わないとい

う意見がございましたので、候補の１の１０月２２日から２５日のまでの３日間といたし

たいと思います。４日間ございますので、２２日から２４日まで、それから２３日から２

５日までということになりますが、またちょっと聞いてみます、今城委員から。 

○今城委員 私は間だったらどこでもいいです。議長が大変だと思うから。 

○門脇委員長 渡辺委員、岩﨑委員。 

○渡辺委員 いいです。 

○門脇委員長 石橋委員。 

○石橋委員 どこでもいいです。 

○門脇委員長 山川委員。 

○山川委員 どちらでもいいです。 

○門脇委員長 遠藤委員。 

○遠藤委員 どちらでも。 

○門脇委員長 矢倉委員 

○矢倉委員 どちらでも。 

○門脇委員長 じゃあ、この間で行き先によって、後でこの３日間決めさせていただいて

もいいでしょうか。 

〔「はい」と声あり〕 

○門脇委員長 皆さん、じゃあよろしいでしょうか。視察先によって良かったり悪かった

りしますので、先程言いました２２日から２４日、２３日から２５日。このとりあえず２

つの案で、相手によってちょっと良い方を選んでいきたいと思います。よろしいでしょう

か。 

〔「はい」と声あり〕 

○門脇委員長 事務局のほう、それで大丈夫ですか。いいですか。難しかったら１候補に

まとめて。 

岩永主任。 

○議会事務局岩永主任 相手先へのアポ取りは、月火水で始めさせていただいて、金曜日

は岡山に議長・副議長は出張がございますので、できれば木曜日があく形でやりたいなと

は個人的には思いますけども。それで最初進めさせていただきます。 

○門脇委員長 それじゃあ今、事務局のほうから案が出ましたけれども、第１候補といた

しましては、２２日から２４日まで。で、そこでなかなか調整がつきませんでしたら、２
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３日から２５日まで。こういうふうでいきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

〔「はい」と声あり〕 

○門脇委員長 はい。では、そのようにいきたいと思います。 

それでは続きまして、視察先について協議いたします。候補一覧表をごらんください。

一覧表のとおり候補が出ておりますが、じゃあちょっと、皆さんちょっとごらんいただき

たいと思います。 

皆さんのほうから何か御意見がございましたら、お願いいたします。 

○遠藤委員 米子市政で今、何が課題かということを、この委員会でどういうふうに共通

にお互いが議論できるかということだと思うな。何もないけどそっちに行こうって話じゃ

あどうしようもないがな。ただ、ここに今、あえて努力されて計上されておるけども、正

直言って本当に視察に必要なのかなというのは、この委員会一覧表の中を見ていくと思う

だがんな。ただ１カ所だけ気にかかるなあというのは、この農業公社の問題。この問題は、

どのような規模でどのような内容でやっとるのかわらんけども、米子市の荒廃地の問題の

ことを含めて、やっぱり対策をとる一つの目玉にはしていかないけんだないかと思っとる

んで、農業公社論について、ここだけじゃなしに、もっとしゃんとしたとこ、しゃんとし

たとこがあればいいがなというような気がするだけどな。ただ、ほかの部分についてはそ

んなにね、まあ米子市でもやってる現状から見比べて検討しなきゃいけんなという視察項

目には値せんじゃないかなと。まあ、申しわけないけど、そう思います。 

それと、この越前市の件なんだけども、これはどういうふうにリンクしていくのかとい

う問題が出てくるんだけども、これはどっちかと言えば教育委員会との絡み出てくること

もありゃへんかと思うけども、今までもいろいろと視察に行って見とるけども、米子市も

余りかみ合ってないのかな、これは。どうなんかな。 

○門脇委員長 今城委員。 

○今城委員 済みません。一生懸命探したんですけど、ほかの委員会に振り分けられると

いうのがすごく多くて、分掌的に、なので非常に難しいなと思いながら、きょうもまた探

しという感じで出してきたんですけど。 

基本的に後ろに出ている食育と地産地消についてのところっていうのは、越前市の食と

農の創造ビジョンという中の実践プログラムとして、一つの角度として、地産地消での食

育という側面があるんだなっていうことが出ているのかなと思って。多分、これだけをし

ているということではないのかなと思うんですけど。このビジョンの具体性みたいな形の

ことがなかなか、越前市のサイトをずっと見ているんですけど、なかなか出てこない。た

だ、一番最初の策定の趣旨というところとかを考えていくと、農業者の減少、高齢化、後

継者不足、まあ、どこも同じですけど、そういうことがあることを通して、農ということ

は結局、イコール食につながっていくんだという発想の中から、そこに取り組んでいくん

だっていうことをされているんだなっていうことで。 

で、米子市的には何回か本会議でも出るんですけど、小学校とかの地産地消の割合が低

いんだという話とかも、これにはさまざまな原因もあるにはあるんですけど、そういう話

とかもちょこちょこ出てきていて、もう少し地産地消率を上げたほうがいいのではないか

という議会からの話も何回かこれまであったと思うんですよ。だからっていうわけでもな

いんですけど、やっぱり農業の担い手なり後継者なりということをしっかりとやっていく
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いうことを通じて、一つの角度として食育というふうにしておられるのかなっていうふう

にすると、これもなかなか、今これから取り組まないといけないところではあるのかなと

思って出したということですので。これじゃなくってもいいという、そんなこだわりなく

出したというところですので、御検討をということでした。 

○門脇委員長 ほかに。 

○石橋委員 １から４まで提出しましたが、農業もですけれども、米子の場合、やっぱり

商業をどうするかという大きなテーマだと思いまして、いろいろ探したんですけども。と

いうところがあります。で、上のほうは、全部行こうというのではないですけど、もちろ

ん。商店とか住宅のリフォーム助成制度で、結構よくお金がその地域を回るっていうふう

に、実際には予算の何倍かのお金が動くことになると聞いてますので、ぜひそういうとこ

ろをひとつ見たいなというのが、１から３です。 

それから香川県の高松市はちょっと米子より大分規模が大きい町でもあり、観光地で賑

わってるというのもあって、なかなか同じようなことではないかもしれないけれども、大

きな商店街が丸亀商店街とか中央商店街もあるし、それとは別に、その４つの南のほうの

商店街が新しく若い人をターゲットとしているところなんで、ちょっとその全体を商都の

取り組みを聞きたいなというふうに思ったので選びました。 

○遠藤委員 ただ、高松と米子は全然土台が違う。わしは何遍も行ったけども。 

○石橋委員 そうですか。ちょっとその辺は。 

○遠藤委員 まちの景色も違うしな。それはとてもじゃないが、それをまねて参考になる

薬っていうのなかなか入らないなあ、という気がする。ちょっと委員長、一つここに入っ

てないけども、まあ言わなかった俺も悪いんだけど。議会ではいろいろ議論しちょうけど

も、市営住宅長寿命化計画とな、民間家賃の導入問題というものを具体的に実践が行われ

ている市があれば、そういうところのほうはどうかなという感じがするんだがんな。市長

は盛んに民間家賃のほうを盛んに展開しちょうもんだけんな。民間の借家を、アパートの

空き家を市営住宅に貸せる方法という。そういうとこを具体的にセットでやってるところ

があれば。 

○渡辺委員 まあエリアは決めないけんいうことですね。 

○遠藤委員 そういうこと。 

○渡辺委員 少なくとも。遠藤さんのお話聞いていると、大阪周辺って感じね。 

○中田委員 それから委員長、ちょうど僕も探してて、いいものがちょっと見つからなく

て、またもし違うネットワークで拾い出してもらったらと思うんですけれど。去年も含め

て雪害のことがね、結構、市街地の雪害対策、排雪、そういったことが結構やっぱり問題

になってきたので、とりわけ計画は作っても、その雪どこへ持って行くんかということも

含めてね、また時期が近づいて来るので、シーズンが。雪害対策のことで、例えば道路の

構造上の配慮をされているようなところだとか、あるいは排雪地を確保しているようなと

ことか、そういったところ、この雪のシーズンに入る前に、もしいいところがあればと思

ったんですが。 

遠くはちょっと難しいですけど、例えば岐阜の辺までだったら、岐阜羽島の辺とかすご

く雪量が多い地域が東海の手前ぐらいまではあるので、関西圏というか畿内からちょっと

足を延ばしても行ける範囲であるんじゃないかなという気がちょっとするんですけどね。 
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○門脇委員長 ほかにございませんか。 

○渡辺委員 じゃあ関西、岐阜までで、委員長、副委員長にお任せということで。 

○門脇委員長 今、渡辺委員から御意見ございましたけど、任せてもらってよろしいでし

ょうか。 

〔「はい」と声あり〕 

○山川委員 目的があるやつがあったらということで。以前も行かなかったときもあるの

でね、無理に。 

○門脇委員長 わかりました。相手先があることですので、なかなか日程が合わなかった

りとか、今、皆さんから言われたところも、一応いろいろ探してみますので。 

じゃあちょっと委員長・副委員長にお任せいただいてよろしいでしょうか。 

〔「はい」と声あり〕 

○門脇委員長 はい、わかりました。 

それでは、視察先につきましては改めて調整の上、皆さんに御報告させていただきたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、以上で都市経済委員会を閉会といたします。 

午後１時３１分 閉会 

 

米子市議会委員会条例第２９条第１項の規定により署名する。  

 

都市経済委員長  門 脇 一 男 


